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を
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、
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に入入わなた契
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付よ 入方
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介介介
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介
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び の ３

の留 ２

る海

以２辺 、

。林

林産

有め水

国た道

示課

に山

図治

の部

次務

る海

に冠

分占

部び

す及

防

林

林産

有め水

国備た道
課

に山

図治

の部

次務

。

海

に木

分仁

部び

す及

示

治
部
務

林
産

め水
た道

る

一山

二課

八

。場

る役

限町

雲
八
び

及

え
備

）に

上、蘂
町 の ２

役

つに ３ 、 に場 の ２ 筆

備 い え
備

）に

。場

る役

限村

え
備

）に

。場

る役

限町

え
備
に

場
役

町



更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

平 係２ 示

成 図週年 第昭

十 和面間５

三 は、月

年 、一 号年

五 北般日

北 海

路工工工

を
事１２３４

開 事事 の成事

次平

線の と

類日

り５の 種 区 お年始

開月名間

始
す日

道 公 報

北

過 海

疎 道

地

え

告 保た解置

域 示 安目い

自 第

との縦立

除 林的次て

し図覧促
進 の号

指は供特

て」に

第

保た解い解場

置

安目て除所

との覧定

除 林的次縦予
林

て」供安 の し図に保

指はす

号

９
定

縦予

て除所

い解場

置

法 す林

供安

に保

覧

月 律海の

十 第道縦

八 建覧

日 設に
路る 第

道す ）部供 号

整。

条金

１

課 第

備

曜

の

び 項

及

日

平築成

る赤赤赤改平

北

。平平
市市市

町月

基岡岡５

道幌幌年

線町

日

かで
先ま

地先
３地

番番

さ省る措

定、す別 理

ら

、
し）法

れ由略。置

源地の成

水土そ平

の改図
北律

ん事を法

か良面年

用海第

養業
地道

在

さ省。所

定、るの 理

風農そ標

、
し

れ由略）
面中

の用図郡

害道の津
町

す北津

備とを標

防地
た道

る海

別
郡

付
野

）在

。所

るの
町
海

り

路 よ

釧 に

道 定

海 規

国

区

所 の

業 路

現 道

木 、

土 北

い の

置 次

え を

備 域

に

産）

と水号

堀
事
知
道
海

る林第

す
た務

の

課項

山１

治第

め部条
る

津よ

標に

中定

び規

及

務。

林林

産有

め水国

町

及示

課に

山図

治の

部次

役限

町に

海分

別部

びす 部
す
示
に
図

の
次

。
林

有

告 り

、 お

て と

る
限
に
分

也
達

変示

表
住代位区

埋

イウアイ

１

備工

にの

場道

役町

立

の 北

公埋 海

有立平ア 道

水て成しし 告

ゅ氏 面に 示ゅ

埋関年ん 第

立す５功名 ん
功

備）

に。

場る

法る月認

ま

え
道郡 区阿
寒線阿番で

寒 郡
寒２字先 交

阿番町地 号

道

１２３
）
。

町地舌 点

域

種区

の線の

路路

道路
類名

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

地地地

分のののののの

地地地
かかか

秒点点点点点点

区 の
者

のかかか

所名域置域点
地

氏の

幌海市の地

札北余次の
点

＝ ９

中知余のと

－ の 市道郡

地
点 央事市地

可又 認 工 号

正の受 のは 大事日を 可

しけ 年名

功
法ん日者称

年ゅた 月

認平北

第を
律

道

号可成海

）し
。５

第た年

舌原川 か

字先辛河 ）

地 阿

辛一野敷 ら

原般
前後

変後
間野国寒線）

敷
前別
更の

ららら

線
茶

標
道寒
道阿

方方方方方方

方ららら

向向向向向向

向
角角角角角角

の度度度度度度

分分分分分分 地

一 点

二 秒秒秒秒秒秒九

方方方方

のののののの

点の

向向向向向向

方方

区町

北堀入か地北

３舟ら点緯
と 条町

西達２のを

＝ ６也番地結
度

丁２点ん分

目及まだ

びで線秒

５をに

番順よ東
か 地にて経） ２次っ

１日

第９

条月

ら 先結囲

知

よ道

に海

定北

規
の

項
と

の堀

次
、事

り

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

堀
事

知
道

海
北

長

地地地 地 ののののの の

点点点点点 点 地地

方 のんま度
向 公だれ

角 有線た分

水及区

面び域秒
、度 面

水也

有
公達

り
お 一号 国重一号

道にに 般般 複国国お

とけけ のの 道道 区
等お

間 間る る の間

也
達



北 海 道 公 報

表
住代位区

埋

イウアイ

者
立

第

２

項ゅ氏

免公３しし

ウア
名 年ん 水のん

許ゅ 面有

又 認 埋町認 月功 面市功

法名を 可 日立村可

号

平
成
十
三
年
五

７８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

６７８９

地地
の ののののののの

点点点点
地 地地地地地

かかかかかか
点 点点点

ら ららららららら
か か

５６

方 方方方方方方方

地地

ののののの

２３４

５点

点点点点点

地地地

分１２３４

ののののの ＝

点点点
地 －秒地地地地

の点点

方かかかかか

向ららららら

方方方方方

域置域点
地

氏の
１ 区 の

所名

市番の地

札北余４次の
の 市道郡１１点

９ 幌海

地 中知余及のと
点 央事市び地

区町５点の

のは 及

北 北堀入番か地

け 年 び第受
名

積号第日者称

条た 月 番
平余平北

成市成海
道 町
年年

９９

月月

７５

月
十ののの

八地地地

日点点点

ののの

金

点点点

地地地

曜

ららら

かかか

日

向向向向向向向

方方方

角 角角角角角角角
向

度 度度度度度度度
分 分分分分分分分

のの秒 秒秒秒秒秒秒秒

方方方方の ののののの

向向向向向向方 方方方

向 向

向向向向向

角角角角角
度 ＝の度度

度 度 地

分 点分分分分
秒 秒秒秒 ののの秒 の

向向向方 方 ）方方方の
向 向 か
ら
方

と
緯 ３舟地ら点

向

条町先
公地結
度 西達２ののを

６也番
並水まだ
分 丁２有点ん

目

順よ

にをに
秒 び面で線

町にて経 中次っ
東 浜

１結囲

番んま度

第
防

砂
日日

１だれ

角角

向向向

令
指
号
５
－

角
度度 度
分分 分

向方方 方のの の秒秒 秒
向向

ののの

地地の 地地地 のののの

点点点点地 点点点 地地

角ののの の 地地地
点地 点点点 度地の

立 表
代位区

埋
ウアイ

、線た分

１及区

３
、
２１、

番び域秒

ゅ氏住

免公３しし
アイ

名 年ん 水のん

許ゅ 有項 面
ウ

埋町認 月功 面市功

点点 点地地 地のの の

点点区

地地地

ののの地

点

次地 分
のののの点の ＝

と地

点点のを点

－秒地地地

の点
方かかか地結か

者
区 の

名域置域区点
地

氏地の

海市先の地

北余地次の
点
９

地 知余公のと
の 道郡の

立村可又 認

点 事市有地

第受 のは 及法名を 可 日

け 年 び

名

号第日者称所

条た 月 番
成市成海幌

平余平北札
道市 元町
５５央

年年中

地地地

ののののののの

点点点点点積

地地地地

点点
ののののののの

地地地地地地地

点点点点点点点

かかかかかかか

点点
地地
のの

点

んら

かか
点点
地地

のの

向ららら点

方方方とだ
線の 向向向

角角角の、地
点 地
点のま

と地で 度度 ＝の度
地

を点を 点分分分結と順
次 ん 秒秒秒 のだのに のの

、点ん 方方 ）方線地結
とだ 向向 か向

町水点の

ら
緯 舟ら点

北 堀入面か地
と 町

也番地結
度 達２のを

並まだ
分 ２点ん

浜順よ

にをに
秒 びで線

町にて経 中次っ
東

９北

月月区

４結囲

第丁

防６

砂西
条

日日３
目

ららららららら

令
指

号

向向向

方方方方方方方

角角角角角角

向向向向

角

度 度 度度度度度
分 分 分分分分分
秒 秒

ののの のの 秒秒秒秒秒
向 方方方方方 方方 のの

向向向向向 向

角角
向向
方方

らら
度 度
分 分

一
三秒 秒

〇

向 向方 方の の

のを線 方

地結及 向

点んび の 角

ののとだ 地線の

点点の、地 点 度地地

番んま度

１だれ

及線た分

び及区
、

５び域秒

番

の
点 地地 のののの地 のの

点点点点 点点 地地地地

点
点地
地の

の



プ確て

アイウエ

平 ロ資道過実事委

成 ポ本内去に業託

十 ー金業に履の料

三 ザが者イ行実の

年 又ンし施 ル

五 はタたに％ の

北 海

１２

務行資

務業業履加

業参

名容限及

要内期格 務 概
申さ加平定

特
び

道 公 報

次

免公３と成
の平

許有項お

月
面市プ５ 年水のり年

埋町ロ月

日立村ポ

法名ー日

第

面
ウ

号

月 道ー実伴以 万 提

十 円 出内ネ績う上

八 以 者にッを新を

日

すの保 上 に営ト有規確

求拠境る雇で で 要業環

及る る さ点でこ用き あ

と こ れを

金

す就と と る有働。びこ

。 資す

曜

業デ機

格るる業。

日

準

請申れ・成基

者ー会

書請た更

等類紙等８

類書用新年

電等デを月

子のー容
行

推紙をに

化用タ易日

子ムる

事電ーえ

進をホ

第ザ

及

しース

化ペシ

業

ル び公

余要
を

出

号第提

条の 番
町す

成市請

平

。

年る

６
月

地地地地地

ののののの

点点点点点積
区区

ののののの地地計

点点点点点

地地地地地

かかかかか

ららららら

方方方方方

分

点
地

の
点
９ と＝
－秒
の

の
地 の

方 点 地

向 点
北 と

に

るー出

あベ創

でタの

ス労

。シる

と・係

こス
発合

開割

のの

ム費

テ務

ー上ム

デジテ

務、

業が

北ー供発

ベ提開

タでの
と託

道にる委

海スすを
。

すもる

事録とす

知登

日

とデ
務紙
業用

堀るに

砂

告

第
防

－
令
指
号

向向向向向

角角角角角

度度度度 度
分分分分 分

のののの の秒秒秒秒 秒
向向向向 向方方方方 方

緯 を
結
だ＝の

度 ん

地 分 線

点 に
秒 よ
っ
東 て
まか 経 囲）

れら

た方 度

しし

託と

受則

を原

区向

４

、
連の細

の契要関３詳

そ

は

他約
成を同プ

作報に、

書情

化追

也子の
電タ

達、ー

出参

参平提持プ平提持
場す

加成出参ロ成

場又ポ 表

はこ

明年所はー年所る

書５は郵ザ６

プ平交 北電フ

海話ァロ成交付
付場 道番クポ

総号シー年時所

合ミザ５間は

地地地地 地のののの の

３

点点点点 点

シ等当便

続担郵

ウエ手

ーースス部番

新デデシ
ムム

雇タタテテ局号

規
用作作

域角 分
秒度
、

務施規

ロ事実新

プ
アイ

ロ

ザの制用

ー所体雇

ポ

否すー

要手。ポ

の入じ
照書

の明

め説

たル

るザ

月、と

。

口る

窓よ

会に

。

の月、送ル
の８ 提

留出同

出日に書提日に

期同

限）。

限金じ郵期金じ
後

び午に並午

並）。便

時

提５るに５

に後限び

所に場

場）出

出時。提

及よ所

リル月は、 企

、 画－説
明日午に 部

－書前同 情

の金９じ ＠ － 報

交）時。 政－付かか 策

期らら 課内午 間 線及日後

び５

－交木時

付）ま

数成成のの

、のの充操－

雇考方実作

用え法度性
ー幌

間体ホ札

期方や、
ー央

新ペ中

びム市

及制

業画３

就の北

なジ区

た

特等え

の力考

ル実等の

準
基
定方

一
三
一

で

法

法方

方。び

びる及 場ま

６

可遷西

の面条

所で）

タ
ー

デ
び目

性及丁

能移
性

易
容
の
理

管



び許

発及発

開所開

２３
日

受月

を名年

可氏可

許
た及

け

北 海

完１ 北

都了 海

し平開れ 道

た成発る

市
十

区地

計
。 勝画

年域域 支

５又の

法
庁

月は名 告

工称

昭
示和

日区 第

道 公 報

２

発及発

所開開れ開所開

許区地許び許

及発発る

名年

氏可域域可氏可

び
月は名受月

名年又のを

日工称け日

第

完１ 北

都了 海

し平 道

た成開れ開

市
胆

発る発

計
。 振画

年区地許 支

５域域可

法
庁

月又のを 告

は名受

昭
示和

日工称け 第

号

平
成
十
三
年
五

う河音平

住号

の番

者び

ちち東更成

線う
－、、郡町
音土年 ２

町開月

の－－更地５

う２
ち、の元発

う町公日 、

に 年

含 号

第
律ま

法

河

）

東－－ 号

郡２
音、、 第

更

の

町－－ 条

字３

者び

及区た及

音の、 規

号ま住号

番含の番

びに
別蘭陽成

鎌平登室東平

田成

市市ハ

２別のス３

年鷲宮ウ年

月町森株月

武

２町式

区た ３

に者

年
号

第ま住

律含の

法

市市 第

別別 ）

登登 号

千柏
３ 規

町町 の

歳木 条
月
十支
八
日

庁
金

曜
告

日

－ち２社
地理建

－１、番十

３の

長第

のう－事指

うち
ち、
第山－ 、
－５口１

）敏

５、区武

－２工号

の

定

、、
ち３
う－

更う

よ

北西ち－ に

海２、
、 る道線

次－ 十

開

勝－４－ の

支１、
の 発庁の

に

ち５ち 為

長う－う 行
関

尾、、、

日

１９う る

山－－の す

３目胆

目丁社

日丁４会
代建

胆
建番

取第

指５番表指

第

号締

－役－

丁 定

司
卓

見

号倉号

北目 に番

よ海

のち 胆地 次う 道番 るの
振
支 開、

発庁
う 関

天の に

２ 為

長番 行
る

谷ち す

示

－－
１
のの

契一

アイ

落落

約般 札氏住札

の競

円 の名所額相争 万 者金

、 事

篤ののち 工

氏手入

、、３

は冶ちち西

うう

２

、

札成

契落幌落平

アイ札

約名所札医

に在に科を
学定３

関称地係大決年

する

契一一平

アイ

落落

約般般成 万 札氏住札

者金の競競

相争争年 の名所額

手入入札

１

、
は純

事

直 工

氏

札

次 幌

の平 医

と成落札落平 科

札幌札成 お 大

り年に医を 学

一５係科決年 告

般月る大定３ 示

海幌決

及北札を

名方札
た

所ク中し

住道市定

び
・２
ン北続

ー区手

リ央

し月

ム丁
テ２

ス西
シ条

る特医

事札北定学た

道務附

務幌海役部日日

幌名病

担科札の属

を医
事中及

す学市称院

当大
る
織局区数来

組務央び外
棟

名務１療

の総南量診

称課条

札をの医

名円方札札幌
告大

び海幌決公科

及北

告

所ク中し学

住道市定

北続第

ー区手示

リ央た

２
ス西

シ条号

・２７

ン

特学し月

ム丁
テ

競 第

争日定基た

入役礎日日 号

究

よ名研

にの学

札務医
数掃

札び清

落及棟

り称

定
決務

を量業

者

札

幌

医

科

大

西を

社地
会番
式８

株目

除

及
び

び
及

地）

在目。

所丁く

８
株目

掃
清

舎
宿

婦
護

看

。式

た一

し

社地
会番

式

秋
長

学
大

科
医

幌
札

学

告

示

一
三
二

明
豊

野

式
一

務
業



平落落

アイアイ

平 成札氏住札感非

成 者金染感

十 年の名所額性染

三 ３氏廃性

年 月名棄廃

五 及株札物棄

北 海

４

感非札

落札落

アイアイ

在に医染感を

名所札幌
廃性定

称地係科性染決

物棄た

特学棄廃し

る大

札北定医

道 公 報

契一一平契

イ
落

約般般成約 住札

に の競競 金

す 円 所額相争争年関 万

事

方札札幌る

手入入札

札をの医

第

３

成札氏

落札落平落

イア
者

所札幌札

在に医を
定３氏

地係科決年の名
及ア

特学し月名

る大

北定臨た

号

に

般成約名

一平契
ア

競
札幌る

入札す

争年関称

の医事札

月 日び式幌物

十 住会市

八 所社北１１

日

たた

北北当当

区
海
放西のの

道条りり

金

線丁価価

射９単単

曜 管目
理１

日

幌海役療物日

セ番円円

科札の棄調調

医道務廃
称処予予

大幌名物達達
数数

事中及理定定

学市
局区数務量量

務央び業

務１
総南量

課条一

西式

市定告大を

幌決公科務
示す

区た告当

西し学担
織

７７組

軒続第る

八手

目及

丁称

３名

東の

条号

７び

教住ト

海役床日日びー

名研ル

札の育所ビ

道務

テ

中及棟ス

市称究シ

幌

量医株

区数びム

央び及

西附社

条部会

１学式

南

属

担科

告大を医

公科務幌

第る事

示す学

告当大

学
名務

の総

号織局

７組務

ー
タ号

ン１

び
及

称課

丁

在

番所

目

療
診

来
外

目院

丁病

号地 地
在

所

一
務
業
掃
清
棟

北

次 海

の平 道

と成 立 所

お 衛 在

り年 生

一５

地

研

般月 究

４５６７

契一一平契 落

約般般成約名 札

に の競競 金

相争争年関称 額

手入入札す

１２３

円方札札幌る

札氏住

落札式落平落

一

者

幌 札札成

医 にを
定４氏

科 係決年の名所

式

特し月名

大 る

札

次 幌

の平 医

と成

アイ

科 契

お 大 約名所

り年 学

一５

に在

告

般月

関称地

示 す

約般般成

契一一平

の競競

手入入札

相争争年

競 所 北

争日 告

入

海

示

札

道

第 札道

に ２ 幌

立よ 号

中り

市

衛

区札

央落

生

１を

南者

研

西定

条決

究

決告科務幌

をの医事札
大

し学担科

定示大を医

第る事

手示す学

た告当
及の病

号織局

３組務

続

学

成及物

平称課

び名院

び式幌 医 定た２及株札
中 部 務住会市 学 役日日

ト区 属 名ム央 附 の所社

医
びテ２ 院

及ウ北 病 称
機
量ノ西 療
数ク条
ス

等目
丁 器

競 第 る

争日 事札北

入 号

科札に

を医道札

務幌海

落

す学市り

当大幌よ

担
局区者

組務央札

る事中

定

名務１決

の総南を

織

をの医

方札札幌
称課条

た告

し学

定告大

決公科

し

号
９

続第

手示

丁た 所

目。

告
示

一
三
三

び流
ン

幌地セ

札在理

年所管

４
第
示

告
学

大ー

科タ

医

、
検

点
守２

保－

の１

号

及西し

び
及

磨
研

、
理

修

た び

科
医

幌

地札

在目

所丁。

務
業

理
管

央
中

秋
長

学
大

明
豊

野



２３４５
契 落平落落

約 札成札氏住札

の 者金 を

相

４氏手 円 決年の名所額

及松大を

し月名方

定
た
日日び下阪決

北 海

１ 北

次 海

の平落パ 道

と成札ー 教

にソ お 育

り年係ナ 庁

一５るル 石

般月物コ 狩

品ン 競 教

争日等ピ 育

道 公 報

５６７

般成約名所

契一一平契
に在

約般
の競競
入北す

相争争年関称地

事北北

方札札海る

手入
決公立務海海

をの道

第

２３４

落平落落

数札成札氏住札

者金円 を
定３氏

量決年の名所額

及北東

し月名

調た
達日日び日京

号

１
札名

落

平に
成係称
十る
三物

年品重
五

所レ大し

住ク府定

等油

央
ト中続

ッ市手

ジ阪た

目
丁

２
社見

会城
式区

株

入のュ

１

局

札名ー 告 道

に称タ 示 教よ及 第

育りび２ ２

落数式 号 庁札量

石者
を台 狩決×

教

し海校

定北２

育た道

生担立札

定告衛を道道

究す生市

た研当衛幌

し

告組究区

続所る研北

手

示織所北

第の総

号称部西

１名務条

及総

予住本都

所課目

び務丁

量株区

数油央

定所石中
会本

式日
社橋
浜

目
丁

２
町

月の

十名

八称

日

号
量１

数種
び１

及

金

１
）

曜

当

日

－

北た

号

局

育業

。教職

告庁科

示

在

谷
藤

長
局
育
教

狩
石）

立単

道の

海り

号
５

番

地

村
田

長
所
究
研
生

衛価

医病

湯人 ル 成法

平エ北療院

剛

月会

５大沢友

年円 ム

定

教
北

昭） 海

の 参選道

一 議出

和
選

部 院議挙

を
年
管

次

選員北
理

の

挙選海
委

送て平選

定放い

規般つ

基事、成

に

挙 づ業次
月名

、及と５

き者の年

参びお

北

政

７

海
道見 契

選放 約名所

挙送 に在

管及 関称地

理び す

委

般般成

一一平
６

秀
正

る

競競

滝 札札海

入入北

争争年

病松

郡
珠

有同

同

院院

日井 病
北字字

字 村
滝３

大地

１

よ 区挙道

東 海本優

川

員

う
選
会

に テラ挙
告

改 レジ管
示

正 ビオ理
第

す
委
員
る 北北札号

示 道テ 道告。 海幌 海会

化ビ レ第 文レ テ
ビ

送送 放号 放放

議当り
般し

選一定区 院該決日

事札 選送。

区放た分 挙

レ 般

員者テ

議業幌 一 出

放 放 に送北

ビ 挙放
選の

経

送 お設海

員歴 事北北

会放 務海海

告送 を道道

示 担教札道実
第施 当育幌

選規 す庁市

号程 る石中挙 組狩央

管

成 の育北

平 織教区

理

称企条

６ 名局３

委

及画西

年

教
狩

石
庁
告育
公教
の道

道郷徳

１
第

示
告
局
育

町番 選

地 挙の
員平 委

理番 管３
会
委
員
長

」を

送

を

会者

式在 式式

株不 株株

票

社社社投

会会

を
行
う

で
が １１１と

）））こ

選株 送 け備道

き 回回回

り管会 事

候よ挙式

るに

業 がう委

者行理社

補
政こ員

者 見と会

をき長

送で員）

放が委

行る回１

こ見数回 う政

員

所務丁

月 び総７

会

地

日 在課目

告

治
自

示

第
示

告
省

号

第
）
号

一
三
四

等
院

病
る

之
康、

り 橋削

での康

が送
と放橋

指
の

第
条

２
一に
る数之

き回

の
項

７



検検検検又代平

定定は成 型申名 定表

十 式請称者 定の

三

の 試者及 年有

年

月 験のび 番効

五

北 海

又代製う型式の概要

１

遊遊型製 表 定は造事

検
称は所技技 者

申名又業

業 の 者及検の機機

造 請
のび査所のの式

道 公 報

条務た 北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公正

の機同 安化

認の規年 委

定型則５

等

員

及式第月

に

会関

びに９ 告す

型関条日 示

第

温

泉温つ

同温同沢同べ

讓讓院交病

院病泉

病泉

大北そ

会会会

仁仁雄院

滝湯う

号

温法

療つ療院

医べ医病

雄院友

交病円

人泉人

法

氏住 期氏 う井

そ松

会会

番月 号日号間名所名十
八 平第公群株代日 示馬式表 成

の県会取

日桐社締 年

生三役 ５
月号平市共金 成境毒

野島 日曜

５六秀

年町

日

住を在種区者 氏

月丁行

名所名行地類分名名

氏

株
式

東株代東ぱ遊
ん機む会

京式表京ち技

締荒このし社

都会取都

東エ役川遊認虫エ

台社

及ンス

区ー区技定ラー

本日びド電

東ス武東機

研

上電
野研暮型

第
る

丁俊２の

３孝里式

式す 第

のる１
法
律

検技項 号

の定
和 等上規

昭 定術の

に
にり
法 す格よ

年 関規に

則合示
第 規適公

律 る
しす北

昭てる海 号

道

珠
有同同

公

大３地壮番

郡

安

滝瞥地

村町委

本優南

字字字

員

町保 郷徳久

会 内 番

瞥地

１ 壮番
同同

町
保東 久

川 南

字 字

目

番 内

日

丁検

間
年
３

ら地 か番 ）

目定

目

等 番

規
る

号す

号６関

９番に

和い。道 ）

第
条
６
第
則

る公 第

年旨安
会 ４

家検員 第

国の委 条

安委 項

公定
営定

員俗長 検

委風員 の

田 う

則等い

規業潮 を

会
４規。

第の

地番告

示 平同平

る
め
改
に

」

地

平平

型定

式の概要検検

４

」

号
１

年 造 技式定 遊型製

検検検検又代製う型

イ
又業遊 定表 定定は造事

請称は所技 者 定の申名

行

）及を

号制）

年有

式の概要

３

６業っ

第び

型製型 表造事

代製う型

は所技技式 者
又業遊遊

概要検検検検又

２

。

造

製型申名 定定定は

式の

有 造 技式請称 定の 遊型

技

又業遊

造事
製う型

年

月 の験番 式業 機試

は所

第

分名名号日号

区番 者

平 遊ビ株

成 技レ式

機イ会

年 の社

認バ５

定ル月号

及テ

者及検の機
型ク

びッ日

氏 月のび査所の 番効の
名行地類

氏住を在種 期
大株代大回

日号間名所

示阪式表阪胴

平第公

成

の府会取府式

日大社締堺遊 年

阪バ役市技 ５

テ中田

月号平市ル八機

成北
区ッ野西 日

の検の機機試

年東ク町

番 者 氏査所のの験 式業

地類分名名号

を在種区

名行
代佐回遊キ株

表賀胴技ャ式

取県式機ン会

締小遊のデ社

機定ボイ

役城技認ィパ

津びルニ

野牛及ーオ

郡

ア

口

番効 式業 機試者及

町型

番氏住 期 者月 の験のび

分名名号日号間名所

区

平第公大株 遊フ株

示阪式 成 技ィ式

の府会 機ー会

日東社 年 のバ社

大パ 認ー三５

市オ

定兄共月号平阪イ

成 及貴

長ニ 日 び

年田ア

を在種

査所の

検の機
型

こ

県ん

馬ち

群ぱ

行地類

式

和
三

市機

崎技

勢遊

伊

す
関

に
等
定

検
の

一 る三 規五

満弘丁

５天純２

６
第
則

月
２
日丁番

）目
間
年号

３２
ら番

か１号

砥定

下検

次字の

三大式

１る

地す

番関

１に

川等

の月１

式５中

６
第

則
規

丁 検
定日目

等）
年

す３２

関ら地

にか番

町

６
第
則

規間

る

２
第

条

号
２

第
条

１
地
番

イ
号

１
第
条

号



２
い締

資物の政約

資次契

れの 等

第 ず結 格 品令
にた

該に 種の もめ 条 要 の

北 海

規１

定契

に平資平者に

定る
必め

よ成格成に

及 り

調度なも

、年び年要る
格と

般月達に資の

一５

をお 競
争日すいはす

道 公 報

北

地
道

海

方
警 検検検自
察 定治
本

定の 定法
部施
告行 年有

示

月番効令
第

第

事

代製う型式の概要

５

者
又業遊遊型製型 表造
の機機試
造 は所技技式

査所のの験 式業 の検

号

検検又 平
定定は 成申名 十請称 の

三者及 有

年のび 効

五

１ す要 第 格類件当必 ４
に の端う端こ同 項 るな

接。を 規 賃末。末と意
て す

借接続得 定

貸機）

る 者

約機器い る

契続機

の賃者

器の

る約

貸借含 成

賃貸は 未

。

入るて、
締定平

に品がに

札物道

加の結め成

参等

す種しる

月

者うの５

る類よも年

にとと

必すし
当に

要る、日

期

資に該一

な
昭 日号間号 道和

平第公

年 警 示 成

の政

日令 年察第 ５
月号平

号 本 成

。 日

年以 部

を在種区番 者 氏

月
５下

名行地類分名名号

代大回遊ユ株

表阪胴技メ式

取府式機デ会

締堺遊のン社

機定ツル

役市技認セバ
ク

野西びッ

中田及テ

八

住 期

弘丁の

純２式

町型

氏 月間名所 十
八公大株 日

バ

日大社

の府会

示阪式
阪
平市ル 金

区ッ

成北テ

曜

５天
年東ク

日

な 、

契れ 者

借ま 年 月満

す） 佐

関。 保

にい 被

約

被

格い は

資な 又

るで 人
こ

人

下。 助

以と 補

北め約競

格定契般

資で

道契よ入

定海るに争

を

察に調の

た警約り札

め

を

部るを告

本係達公

。

山競物う

般る行

長一す
札の機

田入等末

争品端

告政

）」

日令

示
間）

年。

３う

らい

かと
第

検

５
の

条

等

番定
条
６
第
則
規
る
す

関

号に

２

第

３２
ら番

か１
）目

日丁

、

とて

」っ

格あ

間
年号

５

い

格再次行格

資をアイウ
有業 申 審のう資中を企

を企す組 請 査いこ格小

接

れが有業る合 のずと

に種
す、器

廣加は機

参類続

４
格申資申資申

資たアイ

書出 請請

審格格請提提
先 の査査類先

出 査審審

項
１

第
申ののをの のの

の

年つ

経中びて

法 以い及及め

済小協い

律 下てび

第は

中、に産企業る

小当掲業業組と

号
２

企該げ局等合き 号

３

道平と過、調

こつ資中
要企 税成。去誠達格小

２実物業 を

間履の

等 滞年年に品件

納５

う

第行

令が

政。道
と

指

申事かです等者又 再の

者同あ協

にきる協では

当。の組る業

請由該る
る該の合

す当合も組

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

申申提所 の

資業く変有

地

の請請出在 名 時方 請

、、る

時期は法はす称

成にと北北

及平次こ

期

掲に海海

び
方

るり警札

法年げよ道道

請わ本市

月申行察幌

５
か類け総央

日書な部中

あ 第 業中る長協に。 ）

格行組っ ３ 等小資が同

第 同業要う合て 条 協企

公第、 １ 組等件官法は

」同、需３設 項
合協は

第の ７
と組適適条立 第

又し組４際 号
い合用格

資 掲
。はな合号に に
う

。証掲格 げ
）協いのに

同 し月に行保の共
及業

た点例
組 て１おし守特

法 る現て者検

合 い日い

者在、でが

おのる能

昭 でに１あ可
こな

和 な
いい
、定。で

年 こてにと者

ンるる

律 。コめあ

法 と
ピ契こ

第

札 ２入 第争 ４競 の名 条

指 に

る 定す 規関 のに 項

を。更す

停 競

を り

名 よ

続でた者

を相）しる

格

合るのそ

よ、あもで

得

成

す又格構

と併資の

う

渡すを

も譲有員

るはを

し

、よ者更

はにる変

の

れ務区

格承そた

資りで

提ば部北

らの

ま先ら報条

日出な情２

の、い理７

でにな管西

し提

に該目

間当。課丁

な示

ば指

れの

け先

な出

をる有 協
び組明げを る

る 組
小が有企す 業
中合

業のる組者 合
企次す業

団いと合で

体ずきあ 以
組か下も

のれ。以る 下
織にの 協
関当業構 組

に該企が 業
るる合員 」

すす組成 合

ュ約と

及類第

タ種）

ーと。号
規

辺ぼに

周ほ条

びを３

する

のくす

器じ定

機同

業約企

事契小

貸る中

賃

い の

て へ

れ 札

さ 入

止 争

こ を

い 加

な 参

一と 排

三。 除

六

構の

審継のも

い
て

れ
さ

申
再者員

のた成

査し

。作

いり

なよ

らに

請資

と過 い
法と」の と

し
成

はい半 う
律き

和２。を ）
昭、う数 。
にの）占

同

ん結協

営締等

をを業

者
る

るか合

い、組

でし

こ
い

な
で



４

海話札入入開

北電入

平 道番執

成 札札札 警号行

十 察の

三 場 本場日場年 部－所

五 及 総

北 海

２３

契納札成約海

入平契北
条道 に
加北を幌 約入参年項札

る道す中 期場す海示市

者警場央

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成調端調 警

達末達

札

お 察に

り年を機を 本

一５す接す 付 部

般月る続る す 告

賃機賃 る 競 示

争日借器借 事 第

第

７
を

資資に有資格

約資資

のるは有

格効 格係格格
る 有間 有一、のす の期

期競の喪者 効の 効般１

が 期更 間争

号

６

申申たの

再再し格
成資

よ書期

し請効 請
請申有

とを及 方う類間

の

月 び所時所 － 務

十 部日

八 時 会

日 北北平
同 内 課海海成に

計

道道
幌察５。

札警年じ 線

金 市本月

中部

曜

区階
央１日

日

北

間所に察所区

北入午

こ契な告条

要部２

必本

７

成囲と約資示西

平範
内が担格第

丁 年で有当

平得等に

７、り者号目

。指定

１成るが規

月
日

物物
ら６する

か年定す

入項

札品品 号

の１の

下称様

以名式仕

及１等

」量た入

札数当

入び月
書

う単明

いの説

とり札

に

間は入新に失２

。価

落る定

資のめ規

、札定

資

有決約る

を札契す

格
日る要

るの係格

す定に

該

めでのに

認まも件

と

す提び

旨すあ当

たとで

はな期

者し該

る出当

法

新

のば更

４れの

、け間
な

書。
請い

申な続

のら手

２札前

類

条会

平月る資

目
丁

７
西場時

場格 成
日所を

こ

月度る

３限す

年を有

に
。約
で契
ま該。

日当と

よ

））に
しを
だ間
た期

す警

施道。

実海る

を北

るし

田
山

長
部

。本

る察

こ

知めい

通。たな

のる

期な

っ効と

あ有と

が、

ら更と

かのた

日間っ

た

、、

のはは

１新き

当
、
に

先
出

提
の

に行資 示
指
の
先
出
提
該

所のの細

契ここ詳

アイ

関札札、

に入入は

約名

す
予長
、延

す在及の入

のる
算

者

アイ

入る捨税

落で

た業札あ 分 札落額て事

額加金者者る の 札 金を

決

とか 等算額で

廣
９

に

北項た契要そ号

１当

道札 規の掲

約 海のり開

価のる 作 財の 定単げ

書

定わ格

よ）入 成 務時 に

。

契。う

るい失

めなを

７８

及説

札 便札交交

郵入落

の決 電書の 付付 び明

者

５６

作
り
よ
に

報

証

等 札保

便 開札

入入郵

るび執札

はよ 保金に 札

務称地約は明

事契行説

開よ

担、公に

をは、書

便話達する

当北郵電調

。

る道番番手る。

す海

織察の

組警号号続
停 の本

等

名部－－止

称総

定

っ申

に にし）あになを

か当たし

当 係たをる相

額っ免す者出

た る金も

て 費て税るはる

っ 消

落と

は 税当落事金、こ

者を札。

、 及該札業額

地額額で入決

入 び金価

書後

書 方にとあ札定

札

円るかに速

に 消１する

に

載 税未のを記や

記 費

も及 要

則お りを札 の 規

い 定
たてこ

昭て めっ否他び

２ 予入の

和、

北規 価告

年に 定札公

道す 効定

海定 格有に

則資 月入る

規る １なめ

を たに札

第格 当札入

法法

よ付方

に交定 場方

札す

入関

るに所

事海海話の

はる北北電

警号所

め項道道番場

認
い幌察で

な札

交 。市本

す

中部－付

央総

時金除札

免入

証、る 日

。
る
す

が

。
じ

同
に

－ 及務

び部有
り 所会北

得

札。 内 地課道る

在計海
幌線

市

一 中

三 央

七

さ満で問載か

条
２

北
区

ずる消

れ 以の、わすに

金数札、こ費

た 下端入

積。等

額 消がに見と税

当 税る加もの

に 費あ参

きるた税 該 等とすっ課

月業 額 とは者１事 金 」
うそ、当者 の い、は

。の消たで

）端費りあ 分

。し のる関

号有 り限に

下い 価）る

以な 単。す

者 ）し条

務し 制者に 財の のた件

則入 の落反 規た 限を違

と、 囲者た 」札 範札し

う務 最す札 い財 でと入

る

低るは

北部。 － 区務

２会

丁線 ７内 西課

条計

目

の数税のる の

目
丁
７

西

に約免 に

取金等契か ５

事 当

いを係金税 相

扱額

。規

すり課の業

切る額

効 第 第価無 則 ）の。、

格

と
。

第月各る

１す 条 条



２３

札の平道約海

入次契北
項札

にい成が条道

納納

行 入入参ず
北指示市

加れ年うを幌

るも海名す中 期場すに
者該道競場央

北 海

更達
調

シスセソタチツ

除車衣を

パ傘応食掃台
用ロす

ー立接器

カ物

ィい具ツる

テて用

ョれー品

シす入

道 公 報

回パ

エオカキクケコサ
転ン

スフカワス

黒フ

タァーゴチ

キル用板レ

ッイドンー

キリ

庫ート

ンンャ脇書テッ

ググビ机

第

１

と成調

の平入アイウ

次

札
達事事 に お

す用用回 付 り年を務務

る

般月る机回転 す 一５

物転い 競
争日品いす 事

号

海
北

警
道

契
平察 約
成本 保
十部 証

三告 金

年示 は

五第

北

日所に当告争所区

、

条

要る第札２

必す示入
に 平契なこ
にす７

成約資と号関西

担格。

６者定指目

年当規る丁

のるを

月等す名

すのさ

定品止

日指物停

入

ド
ン等

タ様

ス仕

ンの

１２２１１１説
札

に
書

個個個個個個個明

ッルタ

チキネ）ブス

よ

ト
ッ

ネド

アビトン

ェャ
２１５３１１１

のす

個個個個個個個個

称

札名

入項
数

下び

以及

札
入量

」
。

う
い

と個個個

月免

十号 除

八す

日

。
る

金

曜

日

な

所のい

場入て

る購れ
る
す。
有と
をこ
格い

資

実海

を北

）

。
る

。
と
こ

長
部

。本

る察

す警

施道
田

山

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額

時決 のる額加金

の

っ

８９

入等

札約 務 交交入

落財て契

の作 付付則
者書 規札

６７

効 決成 第有

入。郵電札

保第う郵入

証便

金札）便報説

のに を保第にに明 条等
よよ書 納証よるるの 付金

５

廣

入
に
下 札札

入入開開入以

札札札札

話札

北電入
４

加
消 保参 察の

警号行

道番執

海

場

を

おに 札にし）

に定 本

他びる金も

い当 及係た

費て

、っ こ消額っ

てた

２て の
告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

を載 札未の

格

な 定の 場方

所法法札否 第入 方要 条
る の限 項に １
定 海海話の。 規 北北電
警号所し に

道道番場）

幌察でた よ

札

交者 り 市本

す落 め

中部－付を 定

央総

か び すの入入交 る 条 及

はに ら 北 る納札札付 入

の認認関 第 海 こ付札は

道 と

めめす 財 。免

まいい事 務 除条ななる

付の 則 納で。。項 規 、
等る 和 法め 昭 方定

証し 場日場日費

年 はと

」 所時所時金う
等 よ

税
る
い す

と と

海海成にに者
う 北北平
同同は
。
） 道道

。。そ
相 札警年じじ、

者
額 市本月の

当 幌察６

含 央１日の
を 中部４

及

部－所

総

び

部日 － 務

時 会
線

内 課
計

しれ 関の、

有さ に満で

い金 る数札

なた す端入

のに 件あ参

者額 条がに

た該 違とす し当 にる加

札額 しは者 入金 反きる

入そ、 、の た、は

財札の消

る札 た

は端費 分 務

北部。者 予 － 区務

と 定 ２会

す 価

７。 の 内 西課る 格

条計

限

丁制 線

目

の

地ろ 北 、こ

最
で

内
囲

範

則 治る 規 自よ 道 方に 海
施第
法。

行
。
令号

和下
昭以

北入午積
む 区階見

年財

条会１っ
） ２札後も

。

西場時た
の
契 ７

に
額５

目金の

丁分約分
及る
税す

費当
消相

一
三
八

無金等 ５ 則、数税 の 規
効額に に 第

相 とを係

各るすり課

す切る 条当

規
政務

も
を

格
価

の
低

。

」
第則
令

方上
地以

び額

）い
号と

税札
費入
消の



３

者か 北条

はの 条 納海件こ

平 の の 入道付、審

成 ５ 入 す警一ア査

十

の 札 る察般かを

三

２ は 物の競ら申

年

の 、 品職争ウ請

五 の員入まし

北 海

２
納札の平道納続

入次き

行す２

にい成が入き

納

参ず

物以

加れ年うる年 入入
るも海名品上

すに北指

者該道競又の 期場

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成調交調 警

達通達

札

お 察

り年を事を に 本

一５す件す 付 部

般月る捜る 告

物査物

す

競 示る 争日品車品 第

第

所のの細

契ここ詳

アイ

関札札、

に入入は

約名

説

るび執札

す在及の入

事契行

号

札あ

事当落で

税相者
イ

で金とか

者る者る

業す

規 地 るをっ申

あ額なを

月

定 方 検の札でな

十

に 自 査立参にけ

八

よ 治 を会加定れ

日

格るな る 法 行い資めば

行 設下のとら 条 施 うの

ろい 付 令 備に審こな 件
一

を、査

金

和 本査よ 般 昭 日検に。

競曜 国にり

内応、 争
入 年日

に当告争は生

政 にじ２

れ又

日所必す示入こ産

にとは

要る第札

なこ

似売

平契資と号関類販

規るす実

成約格。にす

担

す名物を

年当定指る績
にす

月等るを品有

８者
の物停
のさいこ

日指品止つる

入のの 事

定

札項名２仕 号

称台様

数

下び

以及等
書

と明

」説

札札

入量入

称地約は明

。よ

うに

い

よ

担、公に

をは、書

務

話達する

当北郵電調開

る道番番手る。

す海便

織察の

組警号号続。
停 の本

等

名部－－止

称総

が － 及務
び部有

はる

免札者出

か入たし

業記落と

事に、こ

税書
ある定

です決

者載札。
か

を。や

かと速

るこ後

で 令 有らの 札

わに

問

てる及 あ 第 しれ
おこび る
の 号

掲 、 以

、。に で 。

りと
担る 札

約げ 入 下

契

加 」

者格 参 令

当資 に 政

求す よ い

の有 し と

等を

る入て、。

す購れてと

所資な成

場のい平

格い
１

す。月

有と５

をこ年

る

お
に

。在

と現

こ日

る

す警

施道

実海

を北。

） り

田
山

長
部

。本

る察

所会北

得

札。 内 地課道る

在計海
幌線
市
中

費

ず消

７
西
条
２
北
区
央

税

っ課

もの

積等

見税

、

あ

額で

金者

約業

契事

た

る

の

か

す ）

にか と 。

める うう

っ

９

り第るう

よど
規札

札務 交交入

落財て
則 者

引
、
て
い

効
第有 の 付付

７８

と郵電札

保和る郵入

便 証入

に明 等 札 金年こ便報説

によよ書 に

保 を北ろに

付道よるるの

証 納海

６

廣

入
に
札下 札

入入開開入以

目
丁

加 保消 参 札札札札

４５

審海海話札

契北北電入

警号行

条 査道道番執

約
行幌察の 項 を札

場 を

税 の免 分

っ市本

事
請

請

申申申

アイウ

に業
類
書 請

決

な
に １札 方第入 条 定 場方

。 規る の限 項 所法法
に

海海話の） 定 北北電
警号所た よ

道道番場し

幌察で者 り

札

交を 定 市本

入交

よ 金

中部－付落 め

。札札付 る の す規る入

付 こ第ははに 入 納 る則

札認認関 の と

。ななる

免 。号めめす

下。。項

、以いい事

除
付

納

し
費

は則
等規

法務
方財

」 う
等 よ 証 場日場日税

る
い す

と 所時所時金と
者
う

海海成にには
。 北北平
同同、
）
相 道道

。。の
当 札警年じじそ

の
を 市本月者

額 幌察６

含 中部４

及 す
た中部－所 示
と央総

び 場
は所北部日 － き区務

時 、２会
７内 北電査西課

審条計

道番果丁線 海話結

警号を目

察申
請 本

出

時方提
の のの

部－者

請れ便

平申け郵

期法先

書ば番

成
５のら

年類な号

月提な
出い－

す札 た 央総

る者 予

北部。と 定 － 区務

す 価 ２会

る 格

線 ７制 内 西課。 の

条計
丁限

一 の 目

三 範

九

令い
政と

、」

最
で

内
囲

。
第う
）
の
第 条
７

海第 北ら びか 及条
道

も
。 区階積
む 央１日見

た
の ２札前っ

） 北入午

条会
西場時契

に

目額５

丁金の

７約分

に

及る
税す

費当
消相

総

通

部知 － 務

す 装

る
線
内 課。

備

日先。

かの
示北

ら指

幌

でり札

まよ道

日に海
北

申区

た央

し中

成市

作

も
を

格
価

の
低

書２

請

定
の 則
で 規

ま 務
条 財

消の
方上

地以
び額

昭め

提７

を西

類条

税札
費入

な
し目

出丁



毎
週
火
・ 改

め金
、曜

北

に ○

平北次ペ 正

誤正

成海のー

道とジ 誤

委誤欄上

５事り

年人お

月

を 及 ８員り

削 び 日会が

り 規あ行

海 道 公

所のの細

契ここ詳

アイ

関札札、

に入入は

約名

説

るび執札 在 す及の入

事契行

第報

落で

入る捨税相者

アイ

業す札あ

札落額て事当

加金者る者る

札 金をた

定 等算額で金とか

決 額

っ申

に にし）あ額なを

当 係たをるを

号

約開に

契要そ号

平

書札掲

成のげ
十の時る 作

三成に入
年のお札
五及

日
発
行

「
、 第則っ（
課 た「

主 に －の

幹 置 で 号

か ）訂（
課 れ 管正

に る 理す

置 も 職る

か の 員。

れ を 等

る 除 の

も く 範

の 。

称地は、書

務約は明

囲

る

当調開よ

担、公に

を

話手る。

す北郵電達す
の

組道番番続。

る海便

の察停

織警号号
止 名本

が

称部－－等

及総

有 － び務

者出

た る金もか入たし

税書はる

っ 消額っ免札

て 費て

落と

は 税当落事に、こ

者載札。

、 等該札業記

取額格です決

入 の金価

こ後

書 扱にとある定

札
円るかと速

に い１する
で問か

載未のを。や

記

要い

れの、わに

さ満

月てび

十、 否他こ

八２の

日

るめ
す定

定に
規告

に公

金

格入
資る

曜

有に
を札

日し関

（
購
読
料

を ） を

除 」 定

く を め

。 削 る

） り 規

」 、 則

を

一
の

「
主 部

幹

改
を

医 正

療 す

参

所部り

る

得 在会北

る

幌線 札内 課道。

地計海
市
中

端入ず消

西
条
２
北
区
央

がに見税

金数札、費

た
る加もの

にあ参積等

額
きるた税 該とすっ課

当
、は約業 額は者契事 金
そ、金者 の
の消額で
る の
端費のあ 分
数税

か ５

の件
者条

いる
なす

金等

、た 札し 入反 た違 しに
無 則、 規は 務札 財入

金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

事 規
」 則
に

額に免 に分

目
丁
７

中
）

を係税 相の

事 当切る

効 第

すり課に業

と
。
各る
す 条

円
）

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

一
四
〇

ト法
株制
式文
会書
社課道


